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第１５回検討委員会の概要をお知らせいたします。 

１ 日  時  令和５年１０月２６日（木） １７時００分～１８時３０分 

２ 会  場  市川市立東国分中学校 

３ 委  員  ・大学教授（委員長）各学校（東国分中・曽谷小・稲越小）の学校運営協議会代表（２０名） 

４ 内  容  ・プロジェクト会議、教職員・児童生徒の取組の報告 

・東国分爽風学園の成果と課題等の取りまとめの概要（案）、地域への情報発信についての 

協議 

５ 説明事項及び協議内容 

 

 

 

 

 

報告 

（１） プロジェクト会議について 

①【第１９回プロジェクト会議（令和５年７月１８日（火））主な会議内容】 

・東国分爽風学園オンライン集会や代表委員と生徒会のオンライン顔合わせなど、2 学期に 3校で実施する
取組について検討したことを報告しました。 

②【第２０回プロジェクト会議（令和５年９月２９日（金））主な会議内容】 

・ブロック定例研、ブルーリボン運動、挨拶運動について検討したことを報告しました。 
（２）教職員の取り組みについて 

①小中合同職員研修会について 

 ・小学校と中学校の教職員が交流を深め、気軽に協働できる関係を築き、東国分爽風学園として「９年間を 
見通した、育てたい（あるべき）児童生徒の姿」についての願いや思いの共有を図るために、８月３０日

（水）に合同職員研修会を実施したことを報告しました。 
 【合同職員研修会の内容】 

全体研修会（１） 研修会の冒頭で、委員長による挨拶（オンライン） 

統括校長より、小中合同職員研修会の趣旨を説明。 

全体研修 （２） 市川市教育委員会 学校教育部 指導課の指導主事を講師に招き研修会を実施しました。 

【演題】「みんなが できた わかった 笑顔に」 

～特別支援教育の視点から通常学級の授業を考えてみよう～  
専門部会 ７つの専門部会（特別支援教育部会は８月２１日（月）に実施）で、小中連携して取り組

めることや東国分爽風学園としてどのような取組ができるのかを話し合いました。 
 

 

 

 

※専門部会とは、東国分爽風学園の取組を具体的に検討する組織のこと。 

※  教育委員会の説明事項の概要は、「会議資料」をホームページに掲載していますので、詳しくは、そちら

をご覧ください。 

【教育委員会⇒分野別情報「学校教育・学校施設」⇒義務教育学校の設置に関する検討委員会】 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu20/1111000002.html 

東国分中学校ブロック 

義務教育学校の設置に関する検討委員会だより ⑮ 
東国分中学校ブロック 義務教育学校の設置に関する検討委員会 

令和６年１月 

＜７つの部会＞ 

①ふるさと探究科部会 ②学力向上部会 ③生徒指導部会 ④児童生徒会部会  

⑤学校給食・保健部会 ⑥特別支援教育部会 ⑦学校事務部会（今回未実施） 
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（３）児童生徒の取り組みについて 

①東国分爽風学園の代表委員・生徒会顔合わせについて 

・７月５日に曽谷小学校と稲越小学校の代表委員と東国分中学校の生徒会によるオンラインでの顔合わせ 
を実施したことを報告しました。 

・児童生徒、教職員の自己紹介をした後、各学校の児童生徒よりそれぞれの学校行事や児童生徒の頑張り等
を報告しました。 

・次に、各学校の児童生徒より、３校で取り組みたいことについての提案を行いました。 
 

 

 

 

②中学校教員による小学校の「算数」の乗り入れ授業について 

・６月２９日（木）から７月１４日（金）に、東国分中学校の数学の先生が、曽谷小学校の６年生に「資 
料の調べ方」の授業を実施したことを報告しました。乗り入れ授業を終えた児童からは、「先生の授業 
が分かりやすくて、算数が好きになった。」「いつもと教えてもらう先生が違うのでよりやる気が出て
とても楽しかった。」などの感想が数多く寄せられました。 

・今後、稲越小学校でも算数の乗り入れ授業を実施する予定です。 
③曽谷小学校、稲越小学校で実施した取組について 

ア曽谷小学校の取組 

・７月２４日（月）から２８日（金）に、曽谷小学校の児童に国分高校の生徒による学習支援を実施したこ
とを報告しました。 

イ稲越小学校の取組 

・７月２５日（火）から７月２７日（木）に、稲越小学校の児童に国分高校の生徒、地域の方々による学習
支援を実施したことを報告しました。 

④東国分爽風学園オンライン集会について 

・９月１日（金）の始業式に合わせて３校をオンラインで繋ぎ、東国分爽風学園オンライン集会を実施した
ことを報告しました。  

協議 

（１）東国分爽風学園の成果と課題等のとりまとめの方向性について 

 東国分爽風学園の成果と課題等の取りまとめの概要（案）について、提案しました。 

 ・東国分中ブロック小中一貫型小学校・中学校に関する基本計画で、令和 6年度に東国分爽風学園の成果 
と課題を整理し施設一体型の義務教育学校の設置について検討・判断することとしております。義務教育
学校の設置の検討を進めるにあたり、東国分爽風学園でこれまで実施した成果と課題等を報告書としてま
とめる必要があることから、報告書の概要（案）について協議しました。 

【協議の内容】（○：委員長及び委員 ●：事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇報告書については、検討委員会立ち上げの段階で、「令和５年度末に検討委員会で報告書をまとめたうえ
で、教育委員会に提示し、最終的な決定の際の参考にしていただく」ということとしていました。本委員
会は決定機関ではない点についてはご理解願いたいと思います。 
〇「１ 検討委員会で検討してきた内容に関する整理」と「２ 東国分爽風学園の成果と課題のとりまと
め」が骨子を担い、ここまでの成果と課題を含めて令和５年度までの流れを教育委員会に提示する流れに
なると思います。「３ 東国分爽風学園の意識調査に関する分析」はデータの分析なので、活用方法も考え
ていきたいと思います。 
 

子どもたちから出たアイデアの中から、東国分爽風学園児童会・生徒会連携プロジェクトの第１弾とし
て、１０月１７日（火）から１９日（木）の登校時刻に、３校を Teams及びモニターで繋ぎ、「挨拶運動」
を実施しました。 
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（２）地域への情報発信について 

①説明事項：地域への情報発信について 

 

 

  

②協議の内容（○：委員長及び委員 ●：事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次回の義務教育学校の設置に関する検討委員会の開催予定＞ 

日程：令和６年３月１日（金）  場所：東国分中学校 

○現在は各校に校歌があるので、東国分爽風学園としての校歌があっても良いのではないと思います。お
祭り等の時に歌ったり演奏したりするという形でのアプローチも良いのではないかと思います。 
○東国分中学校の正門には、コミュニティスクールと地域学校協働本部の掲示はありますが、東国分爽風 
学園という文字が見当たらないので少し寂しく感じます。大々的に掲示してほしいと思います。 
〇曽谷小学校で第１回ティーチャーズカフェを開催しており、２回目を 10 月 31 日に開催予定です。老人
会や自治会にも声を掛けており、大勢の方にご参加いただけるのではないかと考えています。情報交換を
できる場になると思うので、よろしければぜひご参加いただきたいと思います。 
〇第１回ティーチャーズカフェに参加させていただき、とてもほっとする場だと感じました。開催時間は 
決められていますが、時間内に自由に参加できたことが良かったと思います。教育委員会の職員、学校、 
地域の方、保護者など様々な方にお越しいただけたらと思います。 
〇爽風学園を周知するものとして、学校でポスターなどを作成する場合は、郵便局で掲示に協力したいと
思います。郵便局には、地域のお年寄りや小さい子の親もいらっしゃいます。近辺には曽谷郵便局、曽谷
北郵便局、国分郵便局、中国分郵便局もあり、協力可能かと思うのでご検討いただければと思います。 
〇自治会や地区社会福祉協議会（以下：地区社協）で、地域の子どもたちと楽しく過ごせる時間を作りた 
いと考えています。今までの地域行事は主に小学校単位で取り組んでいたので、３校が一体になった場合、 
どのように開催するか悩ましくもあります。今年も地区社協では、親子でお菓子作りなどの行事を開催し 
ました。１つの小学校でいっぱいになってしまうため、それを広げられるかという懸念があります。それ 
でも、中学生や高校生も一緒に取り組めるような行事は考えていきたいと思います。 
〇現在は、地区社協で地域文化祭を開催したいと考えています。爽風学園というより、第三中学校も含む 
「曽谷地区」の開催となりますが、ぜひ参加していただきたいと思います。時期は来年末頃を考えており、 
今はアイデアを考えている段階です。地区社協の中で決めていかなければならないことなので、引き続き 
取り組んでいきたいと思います。 

お問い合わせ先（事務局）：市川市教育委員会 学校教育部 学校環境調整課 

Tel：047-702-5355／Fax：047-383-9203 

・東国分爽風学園の取組については、検討委員会だより及び広報いちかわ、市の公式WEB サイトなどに検
討委員会の内容を掲載し、情報提供をしております。東国分爽風学園を地域の方々に一層知って頂ける
ような、地域に根差した情報発信のアイデア等について、委員の皆様にお伺いしたいと考えております。 
 

〇報告書の作成の進め方について、不定期に複数回開催して委員の皆様にお越しいただくわけにはいかな
いので、委員長に一任していただきたいと思います。なお、報告書作成にあたっては学校環境調整課を中
心とし、３校の校長・教頭先生方でたたき台を作成して仕上げていきたいと思います。令和６年２月頃に
は検討委員会へ一度お見せできるように進めていきたいと思います。委員長一任についてお諮りしたいと
思いますが、よろしいでしょうか。 
○異議なし 
〇学園開始当初と現在を比較すると、児童と教員の意識が非常に変化し、東国分爽風学園としての意識が
かなり定着したと思います。自治会の理事会において、数か月に一度、学園についてお示ししており、地域
でも爽風学園の位置付けや意義を理解してもらえるように少しずつ取り組んでいます。施設については、
来年度に正式に一体型の校舎とすることを決定するのか、今まで通りにするのかというのは大事なターニ
ングポイントであると思います。様々な問題はあると思うが、ここまで取り組んできたので、個人的には
絶対に施設一体型を作ってほしい。塩浜学園のように、最初からなにもないところから作るのではなく、
既存のものを総合的に考えて施設一体型とするのだから、ぜひその方向で考えてほしいと思います。 
 


